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医理連携教育研究拠点  

 

 理学研究科、核物理研究センター、医学系研究科の協力のもとに、加速器を用いた放射

性核種の製造と医療応用について共同研究を実施する。核物理学、核化学、生体分子化学、

核医学を融合することにより始めて実現可能な医理連携研究を推進するとともに、そのた

めの研究教育を実施することを目的としている。本拠点は、多様な研究形態の下で学際

的・融合領域研究を推進することにより、基礎研究の成果を基盤にした臨床応用を実現する

ことを目指しており、新規イノベーションの創出ともに知の創造に繋げるものである。将

来的には国際的な標準治療拠点として医理連携研究センターの設立を目指している。  

 本年度は、次世代の放射線内容療法としてα線核種を用いた検討を行うため、211At（アス

タチン）の製造および化学分離、さらには細胞毒性評価と抗体への結合実験とその評価を

行った。211At の製造には、吹田の核物理研究センター（RCNP）に核医学用として新規に設

置された Fコースのビームラインを使用し、Bi（ビスマス）に照射後、精製をおこなった。

精製法として湿式分離法と乾式分離法を検討したところ、後者において高収率で 211At を分

取することに成功したため、以降は乾式分離法を用いることにした。211At の生体分子複合

化の検討として、抗体医薬として汎用されているリツキサンと同じ抗原を認識する抗 CD20

抗体に対して、アスタチンと共有結合を可能にするデカボランを PEG リンカーにて結合

し、211At を添加したところ、最大で８割程度の効率で 211At 標識抗 CD20 抗体を作成するこ

とに成功した。さらに、バーキットリンパ腫細胞 Raji に対して、211At あるいは 211At 標識

抗 CD20抗体を添加し、細胞毒性評価を行ったところ、Rajiの時間依存的な細胞死を確認す

ることができた。今後は、乳がん細胞株などに対する 211At標識抗HER2抗体を用いた検討や、

担癌マウスを用いた in vivoでの 211Atの効果などを検討する予定である。 

 


